
竹島俊之先生の「最後のことば」

『プロピレア』第 19号編集部

日本ギリシア語ギリシア文学研究会佐藤 りえこ様、

この文章は(中略)闘病中での言葉のため、文章がまとまっていないところ

もありますが、父の希望により最後の父の論文としてプロピレア 17号に掲載を

お願いいたします。

平成 18年 8月 28日竹島道雄

四年前の 8月 29日、竹島俊之先生のご葬儀の合間に、昭子夫人とご子息の道

雄さまから一通の手紙を託されました。先生の「最期の手紙」には上掲のご子

息の筆による短い文章が添えられていました。

編集部では、竹島先生のご家族の意向を尊重し、先生を偲ぶよすがとして、『プ

ロピレア』第四号に「竹島俊之先生の『最後のことばllJと題した文章を発表

することにしました。手紙のなかで、竹島先生がご自身の古典ギリシア語研究

や語学教育を回想された部分を公開いたします。

なお、先生の主要著作等目録と同様に、この「最後のことば」からも先生の

ご研究がたどれるように、編集部で若干の注をつけること、竹島道雄さまの私

信を載せることを快諾してくださったご家族に感謝いたします。

『プロピレア』第四号編集部
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文は主語と述語から成り立つ、という一見して誰もが気づく虚偽の定義。な

ぜこれが打ち破られないのだろうか 10 しかも、それに気づくだけで、世界中の

あらゆる言語の資料が自由に読めるようになるというのに。 ドイツ語文法は、

非常に早い時期にその定義から、離れ、定動詞+主語、主語+定動詞という動

詞の位置だけで構文を分析し、一年間の語学教育で文献が読めるようになり、

大きな成果をあげてきたえ語学は簡単な教育で自由に文献が読めるようになる

からだれもが興味を持つのである。好きな文を暗唱し、一日中その言語に密着

することによって、その言語に通暁できるようになるえそのためには学ぼうと

する構文構造が正確な形で学習者に伝えられていなければならない七構文にか

かわる語順規則はもとより、未来という時制形式も重要であるし、形容詞と名

詞の聞の語順関係 5も重要である。 Schwyzer，Griech.必cheGrammatik Uで話

し手と関わりのある、この時制形式の重要に気づいていたからであるえ話し手

の意思を客観的な時間の流れの中に入れてみるとまさに未来の中に位置してい

る。そしてどの言語でも未来形はすぐに取り出されるのである。

言語の本質的なことがらは、文献の中に現れていて、その文献を丁寧に扱い、

調査することによって、正しい知識が得られる。このことは疑いないことであ

る。しかし、時制体系は子供が母親と遊びながら、せいぜい五歳くらいまでに

習得すると思われる。したがって子供の言葉を観察していると、すぐにそれが

見つかる。

1人称「話し手の意思J: 

「枯れ木に花をさかせましょう」

2人称「話し手の強要J: 

「おかあちゃん、このおもちゃかつてよう J

3人称「話し手の推量J:

「こんな時間まで、になってもかえってこないのよ、紀子、帰ってくるかしらJ

一一「帰ってくる」

なぜ、客観的な未来の中にある行為に関して現在形しか使えないのだろうか。

それは未来形が話し手の「意思に」かかわっているからである 70

ワ臼
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